
　　　　あらくかまあと

東金子窯跡群（新久窯跡） （入間市）





　　　　公園部分に説明板がある









市指定文化財（史跡・昭和53年12月21日）
二基の半地下式無階無段登窯の遺跡は、昭和38年・昭和44年の2回にわたり立正大学教授・坂詰秀一氏を団長とする調査団によって
発掘調査された東金子窯跡群に属するものである。9世紀中頃、武蔵国分寺の塔再建に必要な瓦を生産した



           窯跡公園
龍圓寺の裏手は９世紀に武蔵国分寺再建の際、造瓦の中心になった新久窯跡が公園となっている
瓦窯は半地下式･登り窯が三基あったことが昭和の発掘調査で確かめられている







インターネットより



　　　対面はお寺の墓地となっている



左は調査隊の車








